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「小河内」便り 第３０号 平成２６年７月 

特定非営利活動法人 小河内Ｏプロジェクト（理事長 渡辺眞作） 

連絡所 〒731-1171 広島市安佐北区安佐町小河内４５７９－３ 

          安佐小河内集会所内 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０８２－８３５－０８３１ 

ホームページＵＲＬ http://ogauchi.web.fc2.com/ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今春、田植した苗や野菜の種がすくすく成長しています。無事秋に収穫ができることを

祈ります。これから暑い夏がやって来ます。健康管理をしっかりして収穫の秋を迎えまし

よう。 

第３期通常総会 
第３期通常総会が６月２２日（日）午後１時３０分より小河内集会所で開催された。 

正会員８２名中、出席者２５名、委任状４３名で総会成立。議長に安福孝昭を選任、 

第３期活動報告、決算報告、理事選任、第４期活動計画案、予算案等６議案が上程され、

原案通り可決された。活動方針では地区全体の活動機運を盛り上げ、また理事の高齢化が

進んでいることから、地区民、会員の活動への参加、若手後継者の発掘、育成が盛り込ま

れた。尚、新しくに阿部修一氏、佐々木雅子氏が新しく理事に選任された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             総会で挨拶する渡辺理事長 

http://ogauchi.web.fc2.com/
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第４期事業計画及び事業担当理事 
［１］ 特定非営利活動に係る事業             （金額：単位 千円） 

事業 内容 収入 支出 担当理事 

１、農地保全等支援

事業 

 ０ ０ 岡田孝昭 

阿部修一 

２、中山間地等直接

支払制度支援事業 

（小河内集落共同

取組活動） 

都市農村交流 

狩猟者登録手数料助成 

農道管理 

協定農地現地確認 

先進地視察研修 

事務費 

１,３７０ １,３７０ 岡田孝昭 

阿部修一 

３、Ｉターン・Ｕタ

ーン促進事業 

①牛頭山登山 

１１月８日又は９日 

②自然、生物多様性 

６月１４日（土） 

③漬物、川遊びは中止 

３０ ３０ 中川徹也 

増田正幸 

４、都市地域住民と

の交流事業 

（１）ハウス「食と農と環境体験教室」 

各４０人 

６月１日 田植え 

７月２７日 草取り 

９月２１日 稲刈り 

１１月１６日 収穫祭 

（２）白島商店会酒米作り各５０人 

５月２５日 田植え 

７月２０日 草取り 

９月２３日 稲刈り 

 

３、その他の交流事業 

①収穫体験（稲刈り）９月末 

ＮＰＯ法人Ｏプロ会員対象 

②柿もぎ体験 

 １０月下旬（日程未定） 

③ゆずもぎと加工の仕方体験  

１１月２２日 

④竹林整備、門松、しめ縄づくり  

１２月６日又は１３日 

小計 

８４７ 

 

 

 

 

 

３３９ 

 

 

 

 

 

５０ 

 

３０ 

 

３０ 

 

５０ 

 

１,３４６ 

８０７ 

 

 

 

 

 

２４７ 

 

 

 

 

 

５０ 

 

３０ 

 

３０ 

 

５０ 

 

１,２１４ 

鈴木師正 

岡田孝昭 

下本静恵 

 

 

 

鈴木師正 

岡田孝昭 

下本静恵 

 

 

増田正幸 

中川徹也 

佐々木雅子 

安福孝昭 

（柿もぎのみ） 

増田正幸 

中川徹也 

佐々木雅子 
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４、外部行事に参加 

①安佐公民館ふれあい祭り 安佐公

民館 

１０月１１日～１２日 

②商工会祭り コムズ安佐パーク 

日程未定 

③安佐北元気フエスタ 安佐北区民

文化センター 

１１月３０日 

 

０ 

 

 

 

 

０ 

 

 

 

０ 

 

 

売上 

１０％ 

０ 

 

 

中野英治 

迫田勲 

 

 

 

 

５、情報発信事業 ホームページ、更新、管理 

小河内便りの発行、広報活動 

０ ２０ 中野英治 

迫田勲 

６、地域農林水産物

の加工販売事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）炭焼き事業、弥太郎君 

①生産部門 

販売状況を見ながら生産（炭焼き）を

行う。 

②マーケッテイング 

年間販売計画 弥太郎君４００袋、 

１００千円 

・ナフコ販売対策 （店舗訪問、販売

支援等） 

・イベント時に積極的に出店 

・販売店開拓、支援（可笑屋等） 

・新規販売店の開拓 コムズ等 

・燃料系以外の開拓 

（２）農産物販売、６次産業化 

①農産物市 

 １０月１２日野外活動センターオ

ープンデー時 

②小河内デー 継続的な特産物、農産

物販売と交流 

・農産物の収穫期のイベント時等に行

うことを基本。 

・農家の生産・出荷体制や運営上の課

題があるため、今後の検討課題。 

③ＬＥＤホタルかご 

合計 

 

 

４００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

３,３０６ 

 

３５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

３,１１４ 

原本幸 

渡辺眞作 

 

 

原本幸 

安福孝昭 

 

 

 

 

 

 

 

中川俊雄、 

中川徹也、 

佐々木英孝 

中野英治 

佐々木雅子 

下本静恵 
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７、総務関係 

 

 

 

 

 

 

１）会議（案内、議事録） 

・総会 ６月２２日（日） 

・理事会 原則２月に１回開催 

   ・中長期課題について会議  

（２）助成金関係 都度申請 

（３）表彰関係 都度申請 

（４）対外関係 都度対応 

迫田勲 

［２］ その他の事業 

なし 

生き物調査 
自然豊かな小河内は多様な生き物が生息していると、言われています。 

６月１４日、都市住民や地区民約３０人が参加して、広島県自然観察指導員の指導を受け

て、田んぼや小河内川の生き物調査を行い、多くの生き物がいることを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉岡指導員手前（左）と安福副理事長（右）      田んぼの生き物調査をする参加者 

 

 

 

 

 
 

 

          指導員から説明や注意事項を聞く参加者 
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ハウス、田植えとさつま芋植え 
６月１日、恒例のハウス「農と食と環境体験教室 in 広島」が開催され、都市部から応募し、

抽選で当選した親子１３組３６人が参加した。 

 

 

 

 

 

地元の指導で田植えをする参加者         さつま芋植えをする親子 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日の全行程を終え、スタッフと一緒に記念撮影 
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鳥獣害対策、とうもろこしのネット張り 
とうもろこしが稔り、６月３０日カラスやたぬきなどの被害から守るため約５０ｍ×２５

ｍネットを張りました。 

 
   脚立を使ってネット張りするスタッフ     周囲、天井をネットで覆う 

集落別懇談会と実態調査 
小河内自治会連合会は安福会長が各集落に出向き、小学校跡地、施設の活用等について 

住民に説明、懇談会を開催、合わせて安佐北区農林課職員が集落の実態（人口、住居、空

き家、耕作地、放棄地等）の聞き取り調査を実施、今後のまちづくりの基礎資料にする。 

 

 

 

 

 

 

     地図を広げ、住民から聞き取り調査（小浜生活改善センター） 

訂正 

２９号で来年度、飯室小学校と統合に伴い、飯室小学校に通う予定の児童数を３名と書き

ましたが、４名の予定に訂正します。在校生３人と新入生１人が通う予定です。 

編集後記 
今、田舎に魅力を感じ、Ｉターンしてイキイキと暮らしている若ものをテレビの特集で放

映していた。国もこれを後押し。田舎に光が当たる時代到来の予感がします。（Ｓ） 


